
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       ＨＰアドレス http://www.kita9.ed.jp/kirigaoka-j/ 

＜校訓＞ 

「自主」自ら学び正しい行動ができる生徒 

                      「明朗」明るくあいさつできる元気な生徒 

                      「努力」くじけず目標に向かって頑張る生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新幹線も楽しいひと時）  （京都市内を班で観光）   （湯呑に自分の絵付け） 

 

 

 

 

 

 

 

 （金閣をバックにピース！）  （大仏様を見に行こう！） （大仏様の鼻の穴くぐり！） 

 

 

 

 

 

 

 

 （ここまで仲良くできる？）  （二泊三日は豪華食事） （最後は神戸のポートタワー） 

【生徒感想文】（３の２ 西嶌千佳）二日目はまず金閣寺に行きました。本当に金色できれいだ

なと思いました。二番目に奈良公園に行きました。大仏が思っていたより大きくて、これを作

ったなんてすごいなと感動しました。（中略）三日目は北淡震災記念館に行きました。講話を聞

いて地震は怖いなと改めて思いました。震度７の体験をしてみました。予想以上に揺れて、こ

んなに揺れるのかと驚きました。（３の４ 財津菜々香）東大寺では奈良の大仏様を見ました。

手がものすごくでかかったです。大仏様のあの手には意味があると知りました。右手は「怖が

らなくていいよ」左手は「人の夢をのせている」という意味だそうです。大仏の手は、人の夢

をこぼさないためにアヒルの様な水かきがあるそうです。法隆寺には五重の塔がありました。

法隆寺は私が死ぬまでに行きたいベスト５０に入る所だったので行けてよかったです。 

北九州市立霧丘中学校 学校通信 

われら若者 ＮＯ，５ 

平成２６年６月６日 校長 篠崎政義 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                 

   きりがおか日誌     － 霧丘中学校の行事や日常生活の話題です － 

 

１ 吹奏楽部が「創造館小文字祭」で演奏披露！ 

    「創造館クリエイティブハウス」は北区大畠にある 

  ＮＰＯ法人で、障がいのある方や高齢の方の介護や就 

  労を支援する施設です。５月２４日（土）にこちらの 

  施設で行われたイベント「小文字祭」に本校吹奏楽部 

  の皆さんが招かれ、４０分間の演奏を披露しました。 

  人気絶頂のＡＫＢ４８やきゃりーぱみゅぱみゅメドレ 

  ーなど、なじみの曲の数々に会場は大盛り上がり。た 

  くさんの方に喜んでいただき、中学生でも地域に貢献 

できるということを学ぶよい機会にもなりました。 

２ 「おはようございまーす！」野球部にも広がるあいさつ運動の輪！ 

                        前回はバレー部のあいさつ運動をご紹介しましたが、 

               負けじと野球部も朝の声かけをがんばってくれています。 

               人前で堂々と大きな声であいさつができるような度胸を 

               持ってほしい、そんな顧問の先生の願いも込められてい 

               るとのこと。日頃から部活動をがんばっている生徒たち 

               から、こうしてあいさつの輪が広がっていってくれるの 

               は非常にうれしいことですね。 

 ３ 霧丘校区のふれあいエコまつり（６月１５日開催）に中学生の作品も参加します！ 

    来る６月１５日（日）１０時から１４時まで、霧丘市民センターで行われる「ふれあ

いエコまつり」に、環境をテーマにした小中学生のポスター掲示や作文の朗読があり

ます。本校からも多数の参加がありますので、時間のある方は是非足を運んでみてく

ださい。なお、出品者については現在作品を審査中のため、ここでは発表することが

できませんのでご了承ください。 

全員無欠席３０日を突破！１年１組の挑戦が続く！ 
             １年１組が「毎日全員出席」を目標に取り組み、そ 

            の記録が３０日を超えたという噂を聞いて、学級委員 

            の境君と新谷さんからお話を伺いました。入学式の後 

            担任の森口先生からの提案で、毎日全員出席を目指し 

            中学校生活をスタートしたとのこと。ここまで一度は 

            途切れたけれども、また翌日からみんなで頑張り始め、 

            ６月４日で連続３０日に到達したということでした。 

「パズルは１枚でも欠けたら完成しない。同じように１年１組も３６人全員がそ

ろってこそ１年１組です。」「これはふれあい合宿でチャレンジする大縄跳びにも

似ています。」「一人一人の個性はいろいろだけど、みんなが大事にされるような

クラスになりたい。」そう説明してくれる二人の眼はとても輝いていました。 

             

 


